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11/19(日)14:0011・19国会議員会館前行動 

11/22（水）1時間ストライキ 

 

 

 都労連は１４日を回答指定日として１７年賃金確定

闘争を闘ってきました。しかし都は、切実な都労連要

求に応えることなく、本日になり「結論を出すことは

できない」と回答を引き延ばしてきました。そもそも

このような異常事態になった責任は、交渉期間残り2日

になった１２日の午後に退職金削減提案を強行しよう

とした都にあります。都労連は、回答指定日まで２日

の段階で協議を尽くせるわけがないと提案を受けませ

んでしたが、都は「シュミレーション」と称して国に

追随した委細な削減提案を示してきました。削減額

は、平均75.0万円ですが、「シュミレーション」によ

ると削減幅は、1・2級職員ほど大きく、管理職ほど低

い全く不当なものです。看護師で1級（一般職員）・2

級（主任）の削減幅は平均を大きく上回る82万円にも

なります。 

 再任用職員の賃金が不当に低い水準に留め置かれて

いるとき、退職金は退職後の生活を支える貴重な原資

です。それを退職直前になって一方的に削減するの

は、退職後の生活設計を

破壊するものです。 

 国は今週中にも退職手

当法の「改悪」を閣議決

定するとされており、都

は必死にそれに追随しよ

うとしています。しかし

都が、これまでの様に都

労連要求に応えないばか

りか、退職手当の削減と

の一体的解決にこだわり

続ければ、労使合意によ

る円満解決はありえません。 

 都労連は、21日を再度回答指定日とし22日に1時間

のストライキを配置し闘争体制を継続します。 

 都の不当な提案を跳ねかえし都労連要求実現のため

に力を結集しましょう。 

PNS労働時間調査のお願い 
 昨年5月と12月に病院支部が行った新人看護師

疲労度調査では、PNS導入病棟が、非PNS病棟に比

べて労働時間が長いという結果が出ました。PNS導

入のメリットの一つに超過勤務縮減が挙げられてい

ます。支部が行った調査結果では正反対の結果が出

ました。支部ではPNSと労働時間の関係について病

院支部に加入している職場を対象に日本初の大規模

調査を行うことにしました。PNSの本当の姿を明ら

かにするためにも調査にご協力をお願いします。 

 労働時間は命の問題です。 

期間：12月11日(月）～12月15日（金） 

 

雨の中都労連決起集会 

   朝雨予報でしたが、ほぼ快晴となりました。参加者は家族含

め20人でいざ山梨へ。珍しく高速道路で渋滞にはまりました

が、バスの中で川柳ビンゴを行い、笑いあり、元気に「ビン

ゴ！」と盛り上がりました。 

 昇仙峡で粉からのほうとう作りや、葡萄狩り、物作り体験で

ハンドクリームやリース作りなど行いました。おなか一杯、充

実した交流バス旅行でした。 

病院支部共済バスツアー 


